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平成 30年 3月 19日 

報道関係各位 

福生市教育委員会・一橋大学言語社会研究科共催事業 

カルチャートーク「 張
チャン

愛
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の文学、そして胡
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チョン

」 

■(見出し 1)※見出しを入れてください。 

詳細説明文エリア 

 

 

 

 

■張と胡、そして日本との関係から中国近代の文学に触れます 

女流作家・張愛玲は、中国文人・胡蘭成と 1944年から三

年間婚姻関係にありました。近年本国でも再評価されている

胡蘭成の存在は張愛玲の文学にも大きな影響を与えていま

す。また、張愛玲の小説「色・戒」を原作とするアン・リー

監督のヒット映画『ラスト、コーション』（2007）や、『レッ

ド・ダスト』（1991）は二人の関係をモチーフとしています。 

今回のトークは、中国近代の文学に触れてみるきっかけと 

して、中国の張愛玲研究の第一人者が、張・胡と日本の関係、張と映画の関わりを切り口

に、参加者を張愛玲文学へと誘います。 

 

 

■イベント概要 

【日時】3月 25日（日）午後 2時～午後 4時まで（開場午後１時 30分） 

【場所】福生市中央図書館 2階学習室（JR青梅線牛浜駅徒歩 7分） 

【定員】先着 50人（申込不要、直接会場へお越しください。） 

【講師】陳 子善（チェン・ツーシャン 中国上海・華東師範大学） 

    倪 文尖（ニィ・ウェンチエン 中国上海・華東師範大学） 

【司会】坂井洋史（さかい ひろぶみ 一橋大学大学院言語社会研究科教授） 

※当日は中国語通訳があります。 

 

■問合せ 

福生市教育委員会 生涯学習推進課 生涯学習推進係 ℡551・1950 

張愛玲は中国で人気の女流作家です。張と婚姻関係にあった胡蘭成は、1970年代を通じ

て福生に住み、今も福生に眠る中国文人で、書家でもありました。 

 一橋大学が中国から招いた 2 人の研究者の講演を通じて、中国近代文学の魅力に迫り、

また戦後福生に暮らした文化人の功績の再検証を、胡蘭成ゆかりの地で、福生市教育委員

会と一橋大学言語社会研究科の共催事業「カルチャートーク」として開催します。 

 

張 愛玲 胡 蘭成 


